
 

 

 

 

 
 

入試では同じ点数に１０人以上いることをご存知ですか？そのような状況でいかにライバルに差をつけて

いくかを突き詰めると、正答率の低い問題をいかに得点するかということに行き着きます。 
 

① 正答率 50％以下の問題は入試でどの程度出題されているのか？？ 

過去の入試結果（教育委員会発表より）５科目それぞれ分析をすると 

国語 49 問中 17 問 （35％） 数学 35 問中 16 問 （46％） 英語 37 問中 16 問 （43％）  

理科 40 問中 19 問 （48％） 社会 49 問中 19 問 （39％）  

教科によってさまざまですが，主に英語・数学・理科に難問が多い！ 

② 正答率が低い問題の中での自分の得意・不得意を見極める。 

正答率が低いといっても県立高入試は奇問や教科書のレベルを超えた難問が出題されるわ

けではありません。基礎事項を組み合わせた複合問題・分野をまたいだ融合問題に対して、

自分が得点につなげられる部分と対策が必要な部分を見極める事が重要です。現時点で、正

答率の低い問題を自分がどの程度解く力があるか、志望高同じ市内各中学校のトップ層のラ

イバルと競う事ができます。 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 実 施 要 項 

対象者 
中１～中３で飯田・伊那北・高専等合格を目指す上位高志望者は受験必須になります。 
成績表は、設問ごとに正解率・平均点が出てきます。 

試験会場 飯田本部会場 

時間帯 午後２：００集合（中 2・中 3 ５：４0 終了予定・中 1 ５：０0 終了予定） 

持ち物 筆記用具・スリッパ・時計 

科目 国語・数学・英語(各 40 分) 社会・理科(各 30 分) ※中 1 は国語・数学・社会・理科の 4 科目です 

受験料 継続生・講習申込予定者 3,500 円(税込 3,850 円)  一般生 3,750 円(税込 4,125 円) 

申込方法 

≪継続生≫ 

飯田高･伊那北高･高専志望者は必ず受験してください。７月１０日（土）までに費用をご納入ください。 

≪一般生≫ 

・電話・ＦＡＸ・インターネットでお申込できます。 

・塾生を通して友人紹介用紙によるお申込ができます。 



 


